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勧告的煮鬼の表明

我々、白歯民主比原燥症認定を平期に実現する会は、

一昨年以来枚爆考浅義法の精神を手期に具体化 し、

「一日も平 く」、「一人でも多く」の枚爆オを救済すべ

く院内外を関わず精力的に汚動を行ってきた。新午皮

より大幅に拡大きれた新認定基準により医春分科会

の審査がスター トしたことは一つの大きな成果であ

る。入今回会においていわゆる「在外杖燥オ故済法寮」

の平期成立を比派の違いを起えて目指 していくオ存

である。

こうしたヤ、約300そ の原告の方々から原爆症壱愁

えをめぐる隼回訴訟が全国各地で提たされており、人

主的。社会的几地からもその平期の解決が■られてい

る。己北のチJ決でも回は死に大豊貝たしており、これ程

までに行政と司法の手離が大きい事例 も試に異例で

ある。「法のえ施」を実現 し不毛な争いをやめ平期の

枚燥オ故済を図るため、当会は多くの枚爆考の方々の

物実な願いをッS、まえ訴訟的当事考に協義等を谷め弥



松の平期解決 を図るべ きことを勧告的意几として表

明するものである。

入、司法の場においても現実的平期故済の立場に主

ち入与えPT寮 に基づ く新認定作業が開始 されつつ

あることに鑑み、これまでの累次,のチJ洪を′S、まえた対

点 を見にシR化 させることを物貿するものである。この

勧告的意鬼をバ、まえ真摯に対点するとともに不毛か

つ黒用な訴訟継続はやめ、政癒においては直近の知鬼

等ブS、まえよリー層かつよリー女 の夜燥考故済のため

の結王をとることを強 く来めるものである。以上、勧

告的意几をここに発生し広 く世に関うものである。
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